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プレスリリース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年10月発信
報道関係者各位
	日本で生まれた創作楽器「Stringraphy：ストリングラフィ」、珠玉のオリジナル楽曲を収録したファーストアルバム『「森の記憶」A Memory of Forest』遂にリリース！！



ストリングラフィ、それは遠い昔に聴いた風の歌だ
森の木々に糸を張って、擦れば音が出る
どこか儚さを伴った懐かしい響き
そんなシンプルな表現を、世界一大きくて美しい楽器として完成させ、さらに緻密なアンサンブルに仕上げた
水嶋一江、20年の集大成がここにある

	アーティスト：Kazue Mizushima & Stringraphy Ensemble
タイトル：「森の記憶」A Memory of Forest
フォーマット：CDアルバム(CDDA)
アイテムコード（インストアコード）：HDCS-71201
定価（税込み）：1,500円（tax in.）
レーベル：hadalrecords
発売日：2012年11月21日
M1.　青磁「繭の色」より ／ SEIJI from“The Color of Cocoon”（2005年）02'58”
M2.　トカトカ ／ TOKATOKA（2004年）08'05”
M3.　晩秋 ／ Fading Autamn（2000年）10'48”
M4.　紫苑「繭の色」より ／ SHION from“The Color of Cocoon”（2006年）03'04”
M5.　サクラル ／ SAKURARU（2006年）07'41”
M6.　森の記憶 ／ A Memory of Forest（1997年）02'32”
	



「Stringraphy」とは
1992年、作曲家の水嶋一江によって考案されたオリジナル楽器と、その演奏スタイルの総称であり、水嶋によってネーミングされた。糸電話の原理を応用しており、絹糸の両端に紙コップを取りつけたシンプルな楽器だ。演奏者が糸を手で擦ったりはじいたりして音を出し、演奏を行なう。ピンと張られた絹糸は、一本ずつドレミファソラシドに調弦されている。１セット16本～23本で、ソプラノ、アルト、ベースの３セットが基本となる。長調の音階にチューニングされているが、曲によっては特殊効果音用の「Stringraphy」がプラスされることもある。糸の長さは一番短いもので約１ｍ、長いものは 約13ｍ。会場全体に糸を張り、巨大な弦楽器のようにセットすることも可能。その場合、観客は四方を楽器に取り囲まれた状態で音楽を全身で体験する。
●　「Stringraphy」の名前の由来
楽器でありながら、空間に張り巡らせた糸が美術作品のように印象的なので、糸を意味する“String”（“the Strings”は弦楽器を意味する）と、図表・グラフィックアートの作品を意味する“Graphic”の２つの言葉を合わせて「Stringraphy」（ストリングラフィ）と名付けられた。
●　水嶋一江（音楽家）プロフィール
1964年東京生まれ。桐朋学園大学作曲科卒業。カリフォルニア大学作曲科修士課程修了。
●　Studio EVE （スタジオ・イヴ）
スタジオ・イヴは1992年、水嶋一江と、演劇・ダンスのプロデュースをしていた八重樫みどりによって設立され、実験的な音楽表現を模索する活動を始めた。その後、水嶋の考案した「Stringraphy」による演奏をメインに、社会との関わりを強く意識したコンサート＆ワークショップ活動を行なっている。
＜作品解説＞
1992年、作曲家の水嶋一江によって考案された“糸電話の楽器”ストリングラフィ。知る人ぞ知る楽器で在りながら、高度な空間芸術・パフォーマンスとしても世界中から注目を集め、アメリカ、ヨーロッパ、アジア各国などでの海外公演も盛況に収めているストリングラフィ・アンサンブルが遂に自身初の音源をリリースする。今作に収録されている６曲は全て、水嶋一江によるストリングラフィの為のオリジナル楽曲。1997年よりライヴで演奏され続け、アルバムのタイトル曲でもある『森の記憶』をはじめ、色彩豊かな連作「繭の色」からの２曲、演奏時間10分を超える大曲『晩秋』など聴き所満載の作品集に仕上がっている。2008年に宇川直宏がUKAWANIMATION！『ZOUNDTRACK』を制作した際、糸電話のみでデリック・メイ『Strings of Life』を奏でてしまったことは音楽・アートシーンそしてサブカルシーンに衝撃をもたらしたが、ストリングラフィでしか奏でられたことのない楽曲群を収録した今作は、音楽そのものの起源へと遡る役割を担っていると言えるだろう。

＜楽曲解説（作曲：水嶋一江　Composed by Kazue Mizushima）＞
M1.青磁「繭の色」より ／ SEIJI from“The Color of Cocoon”（2005年）02'58”
ストリングラフィの音を生み出している「絹」。中国からシルクロードを伝いヨーロッパへ、また海を渡って日本へやって来た、その「絹」に思いを寄せて音を紡いでみることにした。2012年現在、日本の伝統色をタイトルにした小品を連作中。「青磁」はスタイリッシュなフィルムノワールの映画を思い浮かべながら作った曲。
M2.トカトカ ／ TOKATOKA（2004年）08'05”
「般若心経」の言葉のリズムを抽出し、テーマとした変奏曲。冒頭、４オクターヴのユニゾンで奏でられるテーマからは、幻のように差音が聞こえてくる。倍音の豊かなストリングラフィの低音は時に声明のように響く。究極のシンプルさを追及した曲。
M3.晩秋 ／ Fading Autamn（2000年）10'48”
「秋の庭」「扉」「番人」「インディアン ムービー」「晩秋」の5曲からなる組曲。公演で旅してきた日本とアジアの印象を音で描写、老いと死がテーマとなっている。1999年に訪れたコルカタを描いた４曲目では、当時人気のあったインド映画“Joote Dedo, Paise Lelo”の音楽を引用している。
M4.紫苑「繭の色」より ／ SHION from“The Color of Cocoon”（2006年）03'04”
軽やかなリズムのモチーフが、織物の幾何学模様のように最初から最後まで繰り返される。平安時代に愛好されたという紫苑色。リズミカルなコードの上に、メロディが重ねられ、微妙な色のグラデーションを描くように、ハーモニーが移ろってゆく。
M5.サクラル ／ SAKURARU（2006年）07'41”
日本古謡「さくら」のメロディをテーマとした変奏曲。筝曲、歌舞伎の下座音楽のスタイルをキッチュに取り入れ、「日本風」ストリングラフィを目指した。ほころび始めた３分咲き、満開の桜、水面に映る桜、夜桜、花吹雪など、七変化する桜の花の一生を、音で表現している。
M6.森の記憶 ／ A Memory of Forest（1997年）02”32”
ストリングラフィが生まれた月山の麓の森をイメージして作った。森の雰囲気を表現した即興演奏で始まる。早春の針葉樹林の静けさ、朝もやの中からふと立ち現れる遠くの木々、鳥のさえずりや梢を渡る風の音の記憶が織り込まれている。

[studio EVE]
Producer：八重樫みどり Midori Yaegashi / Composer：水嶋一江 Kazue Mizushima / Performer：水嶋一江 Kazue Mizushima , 篠原もとこ Motoko Shinohara , KIKU , 田實峰子MinekoTajitsu , 鈴木モモ Momo Suzuki , 蓮見郁子 Ikuko Hasumi , 齋藤卓侑 Takayuki Saito
Produced by Midori Yaegashi 八重樫みどり　Music Composed by Kazue Mizushima 水嶋一江
「森の記憶」A Memory of Forest
Performed by Kazue Mizushima 水嶋一江, Motoko Shinohara 篠原もとこ, KIKU, Mineko Tajitsu 田實峰子, Momo Suzuki 鈴木モモ
Recorded at Studio EVE studio on the ５th of March 2012
Mixed at Vegetableman studio　Sound Producer, Mixing & Mastering：Ichiro Sakano 坂野一郎（Shadow Trap of Mirrors）
Recording Engineer：Syuichi Fukasawa 深澤秀一
Graphic Designer：Kaya Yamazato　山里佳矢
Photographer：Osamu Tamura 田村収, Atsushi Yamaguchi 山口敦

	＜本件に関するお問い合わせ＞
Studio EVE 担当：八重樫・齋藤
info@stringraphy.com　TEL: 03-5376-3633  FAX: 03-5376-8055
hadalrecords 担当：外木
info@hadalrecords.com
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